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要約 

・ 2020 年 3 月 2 日から 29 日の期間（4 週間）にオーストリアの 17 病

院を対象とし、COVID-19 が急性冠症候群（acute coronary 

syndrome: ACS）の診断・治療に及ぼす影響について後方視的に

調査された。 

・ 3 月の第 1 週目と第 4 週目との比較では、ACSによる入院患者数

は相対的に 39.4％減少した。 

・ ST 上昇型心筋梗塞（ ST segment elevation myocardial infarction: 

STEMI）患者数は、3 月の第 1 週目は 94 人、第 2 週目は 101 人、

第 3 週目は 89 人、そして第 4 週目は 70 人であった。 

・ 非 STEMI 患者数は、3 月の第 1 週目は 132 人、第 2 週目は 110

人、第 3 週目は 62 人、そして第 4 週目は 67 人へと減少していた。 

・ 統計上、オーストリアでは、月に約 1,000 人の ACS患者が存在す

る。3月の第1週目から第4週目にかけてのACS患者総数は、725

人であった。そのため、約 275 人の患者が治療を受けていなかっ

たことになる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ COVID-19 は、ACS による患者の入院率の低下と関連する。 

・ 自宅安静の指示、医療施設における感染リスクなどが、病院受診

を妨げていた可能性がある。 

・ COVID-19 により引き起こされる、心臓に対する付随的損傷を最小

限に抑える必要がある。 


